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え
せ
同
和
行
為
を
排
除
し
ま
し
ょ
う

―
埼
葛
え
せ
同
和
行
為
対
策
強
化
月
間
―

春
か
ら
初
夏
に

か
け
て
野
鳥
の

　
子
育
て
の

　
　
季
節
で
す

春
か
ら
初
夏
に

か
け
て
野
鳥
の

　
子
育
て
の

　
　
季
節
で
す

消
防
か
ら
の

お
知
ら
せ

事
業
者
の
方
へ

□
自
動
車
燃
料
費
助
成
券
取
扱
給
油

所
が
１
カ
所
閉
店
し
ま
し
た

g
重
度
心
身
障
が
い
者
に
交
付
し
て

い
る
自
動
車
燃
料
費
助
成
券
の
取
扱

給
油
所
の
う
ち
、
㈲
平
野
油
店
（
花

田
２
の
１２
の
５
）
が
閉
店
し
ま
し

た
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い　

b
障
害
福
祉
課

☎
９
６
３
＝
９
１
６
４

□
市
民
の
投
稿
作
品
等
を
紹
介
す
る

文
化
総
合
誌
「
川
の
あ
る
ま
ち
―

越
谷
文
化
」
第
37
号
販
売
中

〈
内
容
〉　
随
筆
・
レ
ポ
ー
ト
・
小

説
・
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
写

真
・
高
校
生
以
下
に
よ
る
作
文
や
絵

画
を
掲
載

〈
優
秀
賞
受
賞
者
〉　
▽
随
筆
部
門

…

西
島
節
子　

▽
俳
句
部
門…

石
黒

茂　

▽
写
真
部
門…

土
屋
弘
美　

▽

絵
画
部
門…

平
山
虎
汰

〈
価
格
〉　
１
０
０
０
円

〈
販
売
場
所
〉　
生
涯
学
習
課
、
大

間
野
町
旧
中
村
家
住
宅
、
旧
東
方
村

中
村
家
住
宅
、
市
立
図
書
館
、
南
部

図
書
室
、
こ
し
が
や
能
楽
堂
、
市
立

病
院
内
売
店
、
市
内
の
一
部
書
店

b
生
涯
学
習
課
（
第
二
庁
舎
４
階
）

☎
９
６
３
＝
９
３
０
７

□
越
谷
市
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

補
助
金

g
経
営
相
談
を
受
け
な
が
ら
計
画
的

に
実
施
す
る
新
商
品
等
の
開
発
・
販

路
開
拓
、
人
材
育
成
の
新
た
な
事
業

に
対
し
、
費
用
の
一
部
を
助
成
。
助

成
金
額
は
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内
（
上
限
５０
万
円
）　

f
次
の

①
〜
③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
中
小

企
業
の
方
。
①
市
内
に
事
業
所
を
有

す
る　

②
市
内
で
１
年
以
上
事
業
を

継
続
し
て
営
む　

③
市
内
に
お
け
る

事
業
計
画
を
有
す
る　

e
５
月
１３
日

㈪
〜
２４
日
㈮
、
午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
５
時
に
申
請
書
を
直
接
産
業
支
援

課
へ
。
申
請
前
に
産
業
雇
用
支
援
セ

ン
タ
ー
二
番
館
へ
の
相
談
が
必
要
で

す
。
交
付
対
象
者
は
書
類
審
査
で
決

定
し
ま
す　

b
産
業
支
援
課
（
産
業

雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
３
階
）
☎
９
６

７
＝
４
６
８
０

□
越
谷
市
中
小
企
業
資
金
融
資
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

g
▽
小
口
資
金…

限
度
額
２
０
０
０

万
円
、
返
済
期
間
運
転
１０
年
・
設
備

１２
年
、
利
率
年
１
・
８
％　

▽
中
口

資
金…

限
度
額
５
０
０
０
万
円
、
返

済
期
間
運
転
１０
年
・
設
備
１２
年
、
利

率
年
２
・
１
％　

▽
起
業
家
育
成
資

金…

限
度
額
２
０
０
０
万
円
、
返
済

期
間
運
転
１０
年
・
設
備
１０
年
、
利
率

年
１
・
６
％　

f
市
内
中
小
企
業

者
、
起
業
家　

b
産
業
支
援
課
☎
９

６
７
＝
４
６
８
０

□
軽
減
税
率
対
策
補
助
金

g
１０
月
１
日
か
ら
消
費
税
率
引
き
上

げ
と
同
時
に
軽
減
税
率
が
導
入
さ

れ
、
税
率
８
％
と
１０
％
の
双
方
の
商

品
を
取
り
扱
う
事
業
者
は
さ
ま
ざ
ま

な
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
う

し
た
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
国

に
お
い
て
軽
減
税
率
に
対
応
す
る
た

め
の
レ
ジ
や
受
発
注
シ
ス
テ
ム
、
請

求
書
の
発
行
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の
改

修
・
導
入
に
対
す
る
補
助
金
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
軽
減
税
率
対
策
補

助
金
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http: 
//kzt-hojo.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

b
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局

☎
０
１
２
０
＝
３
９
８
＝
１
１
１

６
面
か
ら
続
き

B消防本部予防課☎974－0103

一日消防署長が
火災予防を
呼びかけました

　３月１日～７日に、春の火災
予防運動を実施しました。
　１日は、越谷市防火安全協会
から推薦を受けた看護師の笠原
あずささんが一日消防署長とし
て、越谷市防火安全協会の役員
や消防ガーヤちゃんとともに、
消防音楽隊の演奏による防火広
報が行われる中、火災予防を呼
びかけました。
　また、東武スカイツリーライ
ン新越谷駅ビルヴァリエで火災
を想定して実施した消防演習の
指揮を執りました。

　

「
え
せ
同
和
行
為
」
と
は

　

同
和
問
題
の
解
決
を
口
実
に
個

人
、
企
業
、
行
政
機
関
な
ど
に
対

し
て
「
図
書
等
物
品
購
入
の
強

要
」
や
「
寄
付
金
・
賛
助
金
の
強

要
」
な
ど
、
不
法
・
不
当
な
行
為

や
要
求
を
す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
要
求
を

受
け
た
人
が
被
害
に
遭
う
だ
け
で

な
く
、
同
和
問
題
に
対
す
る
誤
っ

た
認
識
を
植
え
つ
け
、
新
た
な
偏

見
や
差
別
意
識
を
生
む
要
因
と
な

り
ま
す
。

　

同
和
問
題
解
決
の
た
め
に
多
く

の
人
々
が
積
み
重
ね
て
き
た
人
権

教
育
や
啓
発
活
動
の
効
果
を
覆
す

許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

　

え
せ
同
和
行
為
は

　

断
固
拒
否
し
ま
し
ょ
う

　

え
せ
同
和
行
為
の
要
求
に
応
じ

る
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
終
始
、

き
然
と
し
た
態
度
で
断
固
拒
否

し
、
え
せ
同
和
行
為
を
排
除
し
ま

し
ょ
う
。
そ
の
場
し
の
ぎ
の
安
易

な
対
応
は
、
か
え
っ
て
相
手
に
つ

け
込
ま
れ
ま
す
。

　

同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
に

　

関
す
る
正
し
い
理
解
を

　

深
め
ま
し
ょ
う

　

同
和
問
題
と
は
、
同
和
地
区

（
被
差
別
部
落
）
に
住
ん
で
い

る
、
ま
た
は
生
ま
れ
た
と
い
う
こ

と
を
理
由
と
し
た
不
合
理
な
偏
見

に
よ
り
、
結
婚
や
就
職
、
日
常
生

活
な
ど
の
面
で
差
別
を
受
け
、
基

本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ
る
と
い

う
、
日
本
の
歴
史
の
中
で
生
み
出

さ
れ
、
現
在
も
な
お
存
在
す
る
我

が
国
固
有
の
重
大
な
人
権
問
題
で

す
。
埼
葛
１２
市
町
で
は
「
部
落
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
を
踏
ま
え
、
同
和
問
題
の
正

し
い
理
解
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
人

権
教
育
・
啓
発
活
動
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

b
人
権
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課

☎
９
６
３
＝
９
１
１
９

□
繁
殖
期
の
カ
ラ
ス
に
ご
注
意
を

　

繁
殖
期
の
カ
ラ
ス
は
ひ
な
を
守

る
た
め
に
、
威
嚇
・
攻
撃
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
カ

ラ
ス
の
巣
に
は
近
づ
か
な
い
で
く

だ
さ
い
。
や
む
を
得
ず
巣
の
下
を

通
る
場
合
は
、
帽
子
や
傘
で
防
ぐ

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
防
衛
策
】

○
カ
ラ
ス
に
餌
を

与
え
な
い

・
ご
み
を
出
す
と

き
は
生
ご
み
が

見
え
な
い
よ
う

に
袋
の
真
ん
中
に
入
れ
て
出
す

・
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
袋
が

は
み
出
さ
な
い
よ
う
に
カ
ラ
ス

よ
け
ネ
ッ
ト
を
か
け
る

・
ペ
ッ
ト
が
食
べ
残
し
た
餌
は
片

づ
け
る

○
カ
ラ
ス
に
巣
を
作
ら
せ
な
い

・
樹
木
に
巣
を
作
る
場
合
、
込
み

入
っ
た
枝
を
好
む
習
性
が
あ
る

た
め
、
枝
を
せ
ん
て
い
す
る

・
巣
の
材
料
と
な
る
ハ
ン
ガ
ー
は

物
干
し
場
に
放
置
せ
ず
室
内
に

取
り
込
む

b
環
境
政
策
課
☎
９
６
３
＝
９
１

８
３

□
ひ
な
を
拾
わ
な
い
で
!!

　

身
近
な
場
所
で
も
、
鳥
た
ち
の

さ
え
ず
り
が
聞
か
れ
、
か
わ
い
い

ヒ
ナ
に
出
会
う
こ
と
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
野
鳥
の
ひ
な
は
ま

だ
上
手
に
飛
べ
な
い
状
態
で
巣
立

つ
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
の

よ
う
な
ひ
な
で
も
多
く
は
親
鳥
が

食
べ
物
を
運
ん
だ
り
、
安
全
な
場

所
へ
導
い
た
り
し
て
育
て
て
い
る

最
中
で
す
。
迷
子
だ
と
思
っ
て
拾

う
と
、
親
鳥
か
ら
引
き
離
し
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

自
然
界
で
は
巣
立
ち
後
に
親
鳥

と
過
ご
す
わ
ず
か
な
期
間
（
１
週

間
〜
１
カ
月
）
に
「
何
が
食
べ
物

で
、
何
が
危
険
か
」
な
ど
を
学
習

し
て
ひ
と
り
立
ち
す
る
の
で
、
人

に
育
て
ら
れ
た
ひ
な
は
自
然
の
中

で
生
き
て
い
け
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
巣
立
つ
ま
で
ひ
な
を
見
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

b
環
境
政
策
課
☎
９
６
３
＝
９
１

８
３
、
（
公
財
）
日
本
野
鳥
の
会

☎
０３
＝
５
４
３
６
＝
２
６
２
２

　

越
谷
市
を
含
む
埼
葛
１２
市
町
で
は
、
毎
年
４
月
を
「
埼
葛
え
せ
同
和

行
為
対
策
強
化
月
間
」
と
定
め
、
同
和
問
題
の
正
し
い
理
解
の
妨
げ
と

な
っ
て
い
る
「
え
せ
同
和
行
為
」
の
排
除
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

 皆で一緒に「火の用心」

川のあるまち
第37号

□
応
急
手
当
講
習
会
（
普
通
救
命

Ⅰ
）

a
４
月
２７
日
㈯
、
午
前
９
時
〜
正
午

　

d
消
防
本
庁
舎　

g
心
肺
蘇
生
法

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
）　

f
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
で
中
学
生
以
上
の

方
３０
人　

h
無
料　

e
４
月
１
日
㈪

〜
１４
日
㈰
に
電
話
で
左
記
へ　

b
消

防
署
☎
９
７
４
＝
０
１
３
６

□
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
！

　

今
年
に
入
り
、
火
災
が
多
く
発
生

し
て
お
り
、
３
月
１
日
時
点
で
前
年

と
比
べ
、
２４
件
増
加
の
３９
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
放
火

さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

b
消
防
本
部
予
防
課
☎
９
７
４
＝
０

１
０
３

□
火
を
使
用
す
る
飲
食
店
に
消
火
器

の
設
置
が
必
要
と
な
り
ま
す

　

平
成
２８
年
１２
月
に
、
新
潟
県
糸
魚

川
市
で
発
生
し
た
大
規
模
火
災
の
事

例
等
に
よ
り
消
防
法
令
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
３１
年
（
２
０
１
９

年
）
１０
月
１
日
か
ら
、
火
を
使
用
す

る
設
備
や
器
具
（
防
火
上
有
効
な
措

置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
を
除
く
）
が

設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
延
べ
面

積
に
か
か
わ
ら
ず
、
消
火
器
の
設
置

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

〈
防
火
上
有
効
な
措
置
が
講
じ
ら
れ

た
も
の
と
は
〉

▽
鍋
等
の
温
度
の
過
度
な
上
昇
を
感

知
し
て
自
動
的
に
ガ
ス
の
供
給
を
停

止
し
、
火
を
消
す
調
理
油
過
熱
防
止

装
置　

▽
火
を
使
用
す
る
設
備
や
器

具
の
部
分
の
火
災
を
自
動
的
に
感
知

し
、
消
火
薬
剤
を
放
出
し
て
火
を
消

す
自
動
消
火
装
置　

▽
過
熱
等
に
よ

る
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
内
の
圧
力
の
上

昇
を
感
知
し
、
自
動
的
に
カ
セ
ッ
ト

ボ
ン
ベ
か
ら
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
本
体

へ
の
ガ
ス
の
供
給
を
停
止
す
る
こ
と

に
よ
り
、
火
を
消
す
圧
力
感
知
安
全

装
置
な
ど

b
消
防
本
部
予
防
課
☎
９
７
４
＝
０

１
０
３

こ
う 

た


